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波 介 川 河 口 導 流 路 の 効 果 に つ い て

（平成２５年１０月台風２７号）【速報値】

約１．３ｍの水位低減効果、約２３０ｈａの浸水被害を防ぐ

平成２５年１０月２５日に接近した台風２７号の降雨における、

波介川河口導流路による水位低減効果についてお知らせします。

なお、今回の結果については【速報値】ですので、数値につい

ては修正の可能性があります。

＜要旨＞
○波介川河口導流路通水以降で最大雨量を観測。

○波介水位観測所地点で約１．３ｍの水位低減効果。

○約２３０ｈａの浸水被害を防ぐ。

平成２５年１０月３０日

国土交通省 四国地方整備局 高知河川国道事務所

※ この施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【№６防災向上プロジェクト】

の取り組みに該当します。

【問い合わせ先】

国土交通省 高知河川国道事務所

高知市六泉寺町96-7 TEL 088-833-0111（代）

FAX 088-833-5140

副所長 髙井 孝明（内線204)
たかい たかあき

○調査課長 壬生 恵庫（内線351）
み ぶ けい ご

○：主な問い合わせ先
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家俊雨量観測所

波介川河口導流路により波介川の水位を約１．３ｍ低減【速報値】

○仁淀川水系波介川では、昭和５０年８月台風５号による豪雨災害を受け、波介川河口導流路を整備
し、平成２４年６月より運用開始。

○平成２５年１０月２５日に最接近した台風２７号により、土佐市家俊で総雨量３７６ｍｍ（１０月２３日～
２５日の３日間）の降雨を観測し、波介水位観測所で１０時００分にピーク水位約４．６１ｍに達しました。

○波介川河口導流路の整備により同観測所地点で約１．３ｍの水位低減効果があり、結果としてはん
濫注意水位を下回る水位で抑えました。また、約２３０ｈａの浸水被害を防ぎました。
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【参考】平成２５年１０月台風２７号における波介川の出水状況
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【参考】波介川河口導流路の効果について（平成２５年１０月台風２７号）
は げ

【今回（整備後）】 ０ｈａ ← 【整備前】 約２３０ｈａ （計算値）

整備前の浸水想定図

※数値は速報値である



○平成２５年１０月１６日にマリアナ諸島の北東海上で台風２７号が発生。

○強い台風２７号はゆっくりとした速度で北西に進み、２４日には北北東に進路を変え、日本
の南海上を通過した。この間、台風２７号から暖かく湿った空気が流れ込むことで、停滞して
いる前線の活動が活発になり、発達した雨雲が断続的に発生した。
○仁淀川流域平均雨量（１０月２３日～２５日の３日間）は４５７mm（速報値）を観測した。

【参考】平成２５年１０月台風２７号の気象概要

四国内降雨分布図
出典：気象庁HP

台風２７号進路図

レーダー雨量
出典：気象庁HP
10/25 8:00時点

：仁淀川流域

単位：mm
雨量データ出典：気象庁の公表データ（アメダス）
雨量抽出期間：平成25年10月23日(0時)～25日(24時)
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等雨量線図【3日雨量：平成25年10月23日～25日】



【参考】波介川河口導流事業の概要①

波介川は、仁淀川の河口から2.0km付近
に合流する右支川で、
流域面積73.3km2、流路延長19.0kmの土
佐市を貫流する一級河川です。

全体事業費 383億円
(うち床上特緊(H19～23)161億円)事 業 費

波介川は上流へ行くほど地盤が低い低奥型の地形であることに加え、仁淀川本川の水位上昇による背水
の影響により、土佐市中心部は幾多の水害に悩まされ続けてきました。波介川河口導流事業は、仁淀川と
波介川との合流点(2k/0)を仁淀川河口に付け替え、波介川の洪水を流れやすくする事業です。

事業経緯

事業概要

事業延長 2,500m
河道掘削 150万m3
波介川樋門、十文字堰、波介川潮止堰

事業内容

年 月 項 目

昭和50年8月 台風5号により土佐市内約3,400戸浸水

昭和60年 波介川河口導流事業 事業着手

平成16年3月 波介川河口導流事業 工事着手

平成19年4月 波介川床上浸水対策特別緊急事業 採択

平成24年6月 波介川河口導流路 運用開始

昭和42年 波介川河口導流事業 計画策定

は げ



【参考】波介川河口導流事業の概要②

波介川河口導流事業は、昭和50年8月洪

水等を契機に事業がすすめられ、波介川河口
導流事業を進めることにより、床上・床下浸水
被害が大きく軽減されることとなります。

整備前（昭和62年12月撮影） 整備後（平成25年2月撮影）

波介川潮止堰

事業効果

昭和50年8月台風5号（土佐市街地状況）

は げ

波介川樋門

十文字堰



【参考】波介川河口導流事業の概要③
は げ

・波介川河口導流路は、本格運用が開始された平成２４年６月から１年4ヶ月が経過した。
・運用開始から現在までに前線や台風による出水で７回の洪水操作を行った。（H25.10現在）

H25.2.28撮影

潮止堰

波介川樋門

十文字堰

土佐市
高知市

※水位・水位差は外水位ピーク時刻の水位

要因
波介川樋門
操作日時

波介川樋門水位 家俊雨量

外水位
水位差 総雨量 降雨期間

内水位

H24.6.19
台風4号

6/19 14:00
～

6/20  3:00

3.25m
0.68m 85mm

6/18 23:00
～

6/19 22:002.57m

H24.6.21
前線

6/21 23:00
～

6/22 10:00

2.66m
0.94m 156mm

6/21 2:00
～

6/22 10:001.72m

H24.8.28
台風15号

8/28 14:00
～

8/29 11:00

3.14m
1.12m 161mm

8/27 21:00
～

8/29 13:002.02m

H24.9.17
台風16号

9/17 2:00
～

9/18 8:00

4.51m
2.31m 156mm

9/15 21:00
～

9/18 19:002.20m

H25.6.26
前線

6/26 20:00
～

6/26 22:00

2.34m
0.32m 88mm

6/25 20:00
～

6/26 19:002.02m

H25.9.4
台風17号

9/4  4:00
～

9/5  2:00

5.83m
3.18m 246mm

9/3  9:00
～

9/4 18:002.65m

H25.10.25
台風27号

10/24 12:00
～

10/26  7:00

5.95m
2.85m 376mm

10/23 6:00
～

10/25 20:003.10m



【参考】平成２５年９月台風１７号における波介川の出水状況

波介川水門下流（4k/0付近）

波介川樋門（2k/1付近）

9/4 16:15

9/4 15:509/4 16:00

波介川樋門の内
外水位を効果量と
して示すハイドロ
を入れる

平常時

平常時



【参考】波介川河口導流路の効果について（平成２５年９月台風１７号）
は げ

【今回（整備後）】 ０ｈａ ← 【整備前】 約１１０ｈａ （計算値）

整備前の浸水想定図

※数値は速報値である


